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車耳

介

の
抜
牲
の
下
に
ゆ
吟
行
せ
ら
れ
た
牧
川
地
の
分
間
は
「
段
民
の
不
平
を
一

掃
し
、
農
村
山
支
え
の
上
に
大
な
る
効
果
の
あ
ヲ
た
こ
と
」
で
あ
る
。
併

し
地
主
に
収
ヲ
て
の
「
犠
牲
」
は
、
土
地
私
有
に
恭
く
弊
忠
円
の
，
全
責
任

か
ら
彼
等
を
ま
ぬ
が
れ
し
め
た
駄
に
於
て
「
甘
受
」
也
ざ
る
を
得
な
い

所
で
あ
る
と
な
す
。

第
二
は
、
農
業
総
傍
上
の
効
附
端
で
あ
る
。
結
曲
目
組
織
に
闘
し
で
は
自

作
段
の
仙
明
大
で
あ
り
、
加
料
帥
〔
同
規
筏
の
上
か
ら
は
大
終
日
門
付
農
場
の
著
し
い

減
少
と
、
小
材
料
桜
山
内
一
出
場
の
柑
大
と
で
あ
る
。
小
民
総
勝
目
に
於
け
る
自
作

の
小
作
に
劃
す
る
一
般
的
優
位
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
併
し
こ
れ
等

小
材
料
管
の
物
大
は
良
業
生
産
に
如
何
に
作
川
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

従
来
こ
の
紡
に
闘
し
悲
観
訟
と
築
制
倒
設
と
あ
り
、
著
者
は
後
者
を
支
持

し
次
の
如
く
一
去
っ
て
ゐ
る
。
「
均
分
的
土
地
制
度
に
於
け
る
小
綬
停
は
指

導
武
し
き
を
得
れ
ば
集
約
的
な
る
民
業
を
行
ひ
生
産
力
を
向
上
せ
し
め

う
る
で
あ
ら
う
」
と
。
事
抗
、
平
均
的
日
は
反
常
生
産
額
に
於
て
総
額

に
於
て
、
土
地
改
革
後
主
市
首
位
産
物
の
榊
大
を
示
し
て
ゐ
る
。

ゼ
ド
ル

マ
イ
ア
若
山
田
武
彦
諮

農
業
の
約
持
管
制
叫
或
は
指
導
い
や
に
於
け
る
M
A
h
n
川
な
賀
際
的
体
験
と
設

か
な
町
晴
子
識
と
の
法
礎
の
上
に
、
幾
多
の
似
値
尚
き
問
問
先
業
絞
を
杭
ん
で

一
九
四

以
上
の
紹
介
は
、
紙
数
の
制
限
上
東
欧
諸
凶
に
於
け
る
私
有
制
土
地

改
ホ
の
一
般
的
部
分
に
の
み
限
ら
れ
、
本
書
の
重
鮎
と
な
る
べ
き
特
殊

的
、
例
別
的
諮
闘
の
歴
史
的
、
具
体
的
部
分
に
渉
る
こ
と
が
出
来
な
か

ヲ
た
。
舵
ふ
に
、
こ
の
土
地
改
革
は
、
位
村
不
安
の
念
速
な
る
挽
凶
に
よ
る

一mm閥
ホ
命
の
防
術
と
一
式
ふ
政
治
的
目
的
の
達
成
を
除
け
ば
、
封
山
地
的
土

地
制
皮
の
残
浮
島
γ

民
族
的
刑
判
立
の
問
題
か
ら
良
民
を
解
放
し
た
限
り
に

於
て
民
業
の
・
進
展
に
貢
献
し
た
で
あ
ら
う
。
併
し
改
平
に
よ
っ
て
資
ら

さ
れ
た
生
産
力
の
帯
大
一
般
に
づ
い
て
は
、
そ
の
諸
原
凶
並
び
に
農
産

物
償
絡
の
精
密
な
る
分
析
な
し
に
は
一
搬
に
効
果
を
一
五
キ
す
る
こ
と
は

川
来
な
い
で
あ
ら
う
。
一
般
的
に
所
有
備
艇
の
制
限
に
も
か
L

わ
ら
ず
、

資
本
主
義
の
外
闘
の
下
に
而
も
例
人
紹
停
の
原
則
が
貫
く
場
合
、
償
絡

協
係
を
沼
じ
て
こ
れ
等
農
民
及
び
農
業
は
如
何
な
る
越
路
を
約
束
さ
れ

る
で
あ
ら
う
か
。
今
後
に
於
け
る
武
紛
の
如
何
と
共
に
興
味
あ
る
問
題

を
捻
出
し
て
ゐ
る
も
の
と
一
誌
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

(
協
調
州
市
日
後
行
、
菊
列
七
百
一
久
、
定
償
金
問
側
、
送
料
三
一
ニ
銭
〉

「
小
農
粧
品
目
皐
」

荒

叉

現
時
出
向
逸
話
系
農
業
経
済
町
四
十
回
介
に
有
力
な
一
日
以
と
し
て
共
の
地
歩
を
占

め
て
居
る
排
卵
約
段
科
大
準
々
長
ゼ
ド
ル
マ
イ
ア
救
授

ω
代

表

作

切

な



z
sュr
e
-
5
7
5
L
m
C
H富
山
三
E
r
p同
ケ
】
叩
き
が
百
等
の
同
製
山
阿
武
彦

及
に
依
ヲ
て
品
開
め
て
刻
明
に
周
到
に
邦
諮
せ
ら
れ
、
立
(
の
山
内
町
山
を
日
比
た

事
は
存
び
に
棋
へ
な
い
所
で
あ
っ
た
。
出
版
が
既
に
本
年
早
々
の
こ
と

で
あ
り
、
之
れ
が
ね
介
も
一
一
一
行
な
は
れ
た
様
で
あ
る
か
ら
、
其
の
率

的
偵
慌
に
就
て
は
ん
，
hγ

向
車
問
仲
概
ね
之
を
知
る
所
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、

本
論
議
の
刊
行
に
常
り
、
未
読
の
人
の
伐
め
に
訟
に
共
の
紹
介
を
京
ね

る
事
を
放
し
て
賞
ひ
皮
い
。

本
課
詩
に
は
谷
一
践
に
恩
師
高
問
先
生
が
序
文
を
寄
せ
ら
れ
て
居
り
、

本
書
の
内
特
に
就
て
は
右
先
生
の
一
吉
の
中
に
検
め
て
筒
紡
適
切
に
越
べ

ら
れ
で
あ
る
。
即
ち
、
原
表
者
の
畑
町
時
酬
は
「
:
:
:
決
し
て
怨
疎
な
る
机

上
論
に
臨
す
る
が
如
き
こ
と
無
く
、
何
慮
ま
で
も
自
然
の
体
験
に
某
き

数
字
に
礎
を
置
く
彪
の
資
諮
的
な
調
査
に
採
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
資
際
山
本
も
此
の
主
引
を
統
制
い
て
怨
す
る
底
が
多
い
で
あ
ら
う
。
而
か

も
其
の
摂
烈
的
針
象
に
針
す
る
著
者
の
取
扱
方
法
は
品
側
め
て
周
版
、
そ

の
立
論
は
集
約
的
に
し
て
要
を
悲
し
て
ゐ
る
。
:
:
:
小
底
的
れ
停
車
諸
家

の
研
究
を
援
用
し
、
之
を
内
(
水
素
籍
中
の
も
の
と
し
て
、
数
に
農
業
終

済
同
十
上
の
品
目
一
妥
な
る
分
野
た
る
小
農
終
済
問
干
の
完
壁
た
る
体
系
を
築
き

上
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
車
術
上
品
側
め
て
債
依
向
き
業
絞
で
あ
る
。
」

と
先
生
が
之
を
要
約
論
評
せ
ら
れ
、
折
紙
を
附
け
て
肘
ら
れ
る
所
の
も

の
で
あ
る
。

が
該
に
仰
一
佐
立
(
の
内
答
各
節
に
渉
っ
て
北
(
の
大
要
の
紹
介
を
試
み

て
詑
・
守
っ
た
ら
ば
、
若
者
は
先
づ
問
題
に
於
て
、
各
閣
共
に
「
農
業
法
一

定
の
京
一
執
が
小
農
相
れ
傍
に
推
移
し
つ
L

あ
る
」
事
を
述
べ
、
而
か
も
他
而

此
令
「
小
料
停
に
葱
れ
ざ
る
牧
盆
率
及
び
加
重
す
る
負
債
」
の
事
究
を

事11

介

見
、
之
に
新
一
ー
し
て
安
常
な
針
策
の
必
要
を
考
へ
る
。
而
し
て
兵
が
銘
め

に
は
小
農
終
済
の
本
質
に
閲
し
て
正
確
な
る
認
識
が
根
本
前
提
と
な
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
の
建
前
で
あ
る
。
却
ち
此
の
限
り
に
於
て
は
近
時

の
農
業
料
棒
諸
阻
明
者
が
む
し
ろ
一
致
し
て
殆
ん
ど
等
し
く
之
を
認
め
る

に
至
っ
て
府
る
所
で
あ
っ
て
、
別
に
他
呉
は
な
い
。
が
原
著
者
の
意
同

に
於
て
特
色
と
す
る
所
は
、
従
来
「
小
農
相
机
符
を
係
り
に
一
方
的
な
立

場
か
ら
考
察
し
て
来
た
。
」
と
な
し
、
等
し
く
小
位
終
持
と
騰
も
主
(
の
本

質
は
立
(
の
闘
及
び
其
の
地
方
に
よ
り
、
終
符
の
規
模
に
よ
り
、
販
一
民
地

へ
の
位
置
に
よ
り
、
茂
氏
の
心
性
に
よ
り
、
又
共
他
の
諸
影
響
に
よ
り

て
縫
化
」
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
比
(
に
際
じ
て
別
例
の
見
方
を
採
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
ひ
、
総
て
一
方
的

m
耐
を
排
し
之
れ
が
綜
合

的
立
場
の
必
要
を
考
へ
て
ゐ
る
黙
に
あ
る
。

所
く
て
主
明
者
の
小
農
用
併
の
根
来
的
部
分
た
る
第
一
ネ
ヘ
小
良
終
符

の
本
質
)
に
於
て
、
彼
は
先
づ
、
小
位
向
れ
符
を
以
て
其
他
の
農
業
経
詩

と
同
様
に
符
利
を
本
と
せ
る
企
業
と
見
、
之
ナ
ピ
「
牧
盆
源
」
と
し
て
観

察
し
得
る
事
を
迷
べ
、
新
る
考
察
方
法
の
妥
常
性
・
有
用
性
の
認
め
ら

れ
る
部
商
を
説
明
し
て
ゐ
る
。
此
の
黙
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ゴ
ル
ッ
、
グ
ワ

ル
ツ
、
ピ
ル
ン
バ
ウ
ム
或
は
グ
ア
1

9

1
シ
ユ
ト
ラ
ッ
ト
等
、
民
業
純

牧
盆
に
重
き
を
置
い
た
所
の
一
聯
の
泉
者
の
見
方
が
、
著
者
に
於
て
仰

小
農
瑚
解
の
一
照
明
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
成
る
誇
で
あ
る
。
併
し
乍
ら

著
者
に
あ
っ
て
は
あ
く
ま
で
布
を
車
に
一
照
明
と
し
て
認
め
る
に
遇
ざ

な
い
の
で
あ
っ
て
、
之
を
以
て
小
農
終
符
に
於
け
る
諸
現
象
を
刺
す
虎

な
く
説
明
す
る
も
の
と
は
せ
ず
、
小
政
経
待
者
が
「
よ
り
低
い
純
牧
袋
、

よ
り
寡
い
資
本
利
子
に
甘
ん
ず
る
こ
と
屡
キ
な
の
は
、
よ
り
高
い
努
働

一
九
五



最古

介

所
符
、
ょ

P
古
川
い
総
所
得
に
達
す
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
。
」
と
な
し
、
従
円
J

て
訟
に
小
段
級
符
を
同
時
に
「
労
働
源
L

と
し
て
考
祭
す
る
所
の
他
の

一
照
明
の
導
入
と
な
る
。
草
明
者
の
以
上
の
見
解
に
闘
す
る
限
り
は
瑞
西

の
ラ
ウ
ん
に
概
ね
一
致
す
る
と
静
岡
ひ
符
る
で
あ
ら
う
。
即
ち
周
知
の
様

に
ラ
ウ
ん
は
民
業
経
符
の
日
穏
を
所
符
に
見
て
府
り
、
立
(
の
所
前
所
得

と
は
終
傍
者
の
自
家
資
本
に
針
す
る
利
子
(
牧
袋
源
)
と
自
家
勢
力
に

釣
す
る
柑
労
働
報
酬
(
柑
労
働
源
)
と
を
合
む
も
の
で
あ
る
こ
と
言
ふ
ま
で

も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

然
る
に
原
著
者
は
以
上
の
二
照
明
の
外
に
、
更
に
小
限
料
済
に
於
け

る
自
給
的
部
商
を
特
に
重
要
秘
し
て
之
れ
が
い
机
済
性
を
認
め
、
所
謂

「
自
給
掘
削
」
な
る
も
の
を
湖
立
の
第
一
一
一
の
照
明
と
し
て
導
入
し
て
ゐ
る

と
同
時
に
第
四
に
原
理
引
者
は
家
族
の
大
い
さ
と
構
成
、
家
族
の
努
働
歩

合
、
家
族
の
消
費
欲
望
等
、
総
持
に
及
ぼ
す
家
族
の
庭
汎
な
る
影
響
を

も
顧
慮
せ
ざ
れ
ば
小
伐
約
城
山
の
本
質
の
理
解
は
川
来
な
い
と
な
し
、
彼

の
チ
ヤ
ヤ
ノ

7

の
見
併
に
採
る
家
族
総
務
と
し
て
の
照
明
を
之
に
加
へ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

斯
様
に
小
伐
終
済
の
本
伎
を

m
mす
る
銭
め
に
同
時
に
問
符
の
見
方

を
採
る
綜
合
的
立
場
を
明
示
し
た
来
者
は
、
此
の
立
場
に
於
て
第
二
立

に
小
位
終
符
の
生
援
要
素
と
し
て
の
土
地
、
資
本
、
努
働
の
各
ム
ペ
並
び

に
之
れ
が
調
和
に
就
て
詑
き
、
而
し
て
第
二
市
に
は
其
の
枚
盆
性
要
素

と
し
て
の
総
符
規
模
と
耕
縄
問
係
、
終
済
的
地
位
、
俄
怖
と
償
協
構
成

時
止
す
を
論
じ
、
変
ら
に
総
得
者
の
倒
性
、
家
族
の
努
働
別
役
、
農
業
慨
労
働

賃
銀
、
耕
地
整
潔
閥
係
、
民
地
の
性
欣
等
の
民
業
料
符
成
果
に
閥
係
す

る
所
を
始
め
て
親
切
に
摩
例
咲
か
に
説
示
し
て
府
る
が
何
此
の
問
題
に

一
九
六

、.、.

闘
す
る
よ
り
深
い
理
論
を
求
め
る
な
ら
ば
、
正
川
キ
は
進
ん
で
直
接
プ
羽

ン
ク
マ
ン
串
エ

1
レ
ポ

1
等
々
に
向
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
素
よ

り
蛍
然
で
あ
る
。

新
く
て
第
四
章
ハ
小
陸
料
描
引
の
組
級
)
に
於
て
は
、
先
づ
第
一
に
紋

管
計
賓
の
目
探
並
に
任
務
を
論
じ
、
「
小
限
総
済
の
努
力
は
土
地
所
有
者

並
に
共
の
家
族
の
欲
望
の
可
及
的
炭
汎
な
る
充
足
に
向
け
ら
れ
る
。
」
と

な
し
、
等
し
く
非
資
本
家
的
努
作
的
腕
停
に
重
黙
を
位
い
て
居
る
諮
問
学
者

中
で
も
特
に
エ
l
レ
ボ

1
に
泣
い
事
を
忠
は
せ
る
。
同
し
て
約
傍
の
組

織
を
例
々
の
抑
制
持
組
続
と
小
股
終
符
の
集
同
組
織
に
分
っ
て
詳
細
な
説

越
を
奥
へ
て
ゐ
る
。
前
者
に
於
て
は
特
に
小
民
税
怖
の
自
給
の
窓
義
並

び
に
之
れ
が
影
響
に
就
い
て
よ
り
深
い
注
窓
を
強
制
す
る
所
あ
り
、
後

者
で
は
農
業
材
料
停
の
集
倒
的
改
持
、
指
導
等
に
於
い
て
考
慮
す
べ
き
被

雑
な
る
諸
要
件
を
詳
細
に
親
切
に
指
示
説
明
し
て
居
る
。
新
く
の
如
き

は
究
際
民
業
指
導
者
に
と
っ
て
直
接
的
に
柳
谷
す
る
所
大
な
る
も
の
が

あ
ら
う
。

次
に
第
一
丸
草
(
小
股
終
端
川
の
終
符
成
果
)
に
於
て
は
、
終
傍
と
山
本
計

と
の
A
H
流
し
A
H
ふ
所
の
小
股
終
同
日
成
果
鉱
山
の
凶
難
な
る
を
指
摘
し
、

か
る
が
放
に
之
れ
が
数
字
的
把
援
の
錦
め
に
は
各
稀
の
傑
準
を
用
ひ
事

情
に
迎
隠
し
て
照
査
す
る
の
要
あ
る
を
池
べ
、
組
牧
袋
、
終
待
費
、
生

産
費
、
純
牧
盆
、
民
場
地
代
、
地
所
地
代
、
純
牧
谷
差
額
、
企
業
者

利
潤
、
民
業
所
得
、
努
働
報
酬
、
総
所
得
、
等
々
の
概
念
規
定
及
び
共

の
算
出
方
法
の
説
明
を
奥
へ
て
日
出
る
が
、
之
れ
は
ラ
ウ
ル
に
負
ふ
所
円
以

も
多
い
も
の
ふ
様
で
あ
る
。
此
の
貼
に
就
て
の
ラ
ウ
ん
の
所
設
は
民
業

簿
記
統
計
上
の
瑚
論
及
び
用
語
と
し
て
混
同
民
事
協
令
に
よ
っ
て
採
搾



せ
ら
れ
、
之
れ
が
附
際
的
統
一
の
遊
穏
と
さ
へ
な
っ
て
居
る
も
の
で
あ

っ
て
、
我
が
民
業
約
済
界
に
も
大
槻
教
授
其
他
に
よ
り
既
に
二
一
二
之
が

紹
介
を
見
た
事
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
場
態
研
究
者
に
取
っ
て
便

す
る
所
多
大
た
る
も
の
が
あ
ら
う
。
而
し
て
最
後
(
第
六
章
、
小
底
知
臓

障
円
の
凶
民
総
済
的
成
果
〉
に
原
著
者
は
之
も
ラ
ウ
A

の
規
定
せ
る
概
念

に
従
づ
て
「
鴎
民
絞
済
的
所
得
」
(
那
須
教
授
の
所
前
段
業
に
於
け
る

純
寄
生
産
な
る
概
念
と
同
じ
)
を
以
て
終
停
規
模
の
岡
氏
終
済
に
到
す

る
関
係
を
考
へ
る
と
共
に
、
夏
、
b
に
之
を
市
場
供
給
、
並
び
に
負
債
関

係
な
る
標
準
を
も
取
り
上
げ
て
同
氏
終
済
と
の
関
係
に
就
い
て
論
評
を

加
へ
て
本
書
を
終
っ
て
庶
る
の
で
あ
る
。

以
上
筒
車
な
紹
介
に
よ
っ
て
も
之
を
知
ら
る
込
で
あ
ら
う
様
に
、
原

著
者
は
現
時
の
指
導
的
段
業
経
傍
諸
泉
者
の
所
設
を
入
れ
、
而
か
も
之

・
を
合
せ
考
祭
せ
ざ
れ
ば
小
医
師
帆
轡
の
回
以
の
縄
併
は
出
来
れ
、
い
と

L
て
ゐ

る
の
で
あ
っ
て
、
立
ハ
の
態
度
は
本
警
の
叙
越
中
終
始
一
貫
し
て
論
る
所

が
な
い
。
従
っ
て
本
警
は
問
題
特
に
、
一
議
概
ね
泉
町
咋
今
日
の
見
方
の
あ

る
所
を
知
り
符
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
意
味
で
好
例
の
テ
キ
ス
ト
た
り

参
考
書
た
る
も
の
で
あ
る
。
鈎
諸
山
本
の
蒋
惑
か
ら
引
用
さ
れ
た
多
く
の

表
は
品
開
め
て
適
切
に
用
ひ
ら
れ
て
居
り
、
-
見
無
味
乾
燥
な
る
数
字
の

中
か
ら
百
人
に
多
大
の
興
味
を
汲
み
取
ら
し
め
矧
併
を
助
け
し
め
る
。

又
番
中
随
所
に
見
る

mM皆
川
な
原
諸
柄
本
刊
の
民
業
的
知
日
識
は
透
徹
し
た
環
論

的
叙
述
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
読
者
を
枠
径
す
る
所
多
大
な
る
も
の

が
あ
る
。
同
か
も
文
摂
に
秀
で
た
課
者
の
筆
は
品
開
め
て
平
明
で
あ
っ
て

銭
め
に
内
山
什
の
複
雑
性
に
も
拘
は
ら
ず
読
者
を
し
て
比
較
的
特
易
に
筑

み
と
ら
し
め
る
事
は
本
課
警
の
成
功
と
言
ふ
を
恨
ら
な
い
c

農
業
恐
慌

に
か
て

L

加
へ
て
近
年
相
次
で
起
っ
た
肉
然
的
災
害
に
よ
り
疲
弊
の
ど

ん
底
に
苦
悩
す
る
我
が
農
業
の
傍
め
に
、
之
れ
が
更
生
の
方
策
は
此
の

書
に
よ
っ
て
示
唆
せ
ら
れ
る
所
蓋
し
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
ら
う
。
と

同
時
に
、
よ
き
終
待
感
脊
に
比
較
的
乏
し
い
我
が
民
業
料
済
泉
界
に
、

先
年
は
大
槻
教
授
に
依
っ
て
プ
リ
ン
ク
マ
ン
の
名
著
が
課
出
せ
ら
れ
、

又
今
度
は
山
剖
震
の
努
力
に
よ
っ
て
新
た
な
一
書
が
加
へ
ら
れ
た
事
を

背
骨
ぶ
も
の
で
あ
る
。

(
昭
和
十
年
一
月
、
丙
ケ
原
刊
行
件
後
行
、
弱
列
、
本
文
二
二
一
一
一
瓦

定
償
二
闘
コ
一
十
銭
)

鶴
一
…
仰
い
口
高
岡
熊
雄
一
者
「
株
太
農
業
植
民
問
題
」

表
者
が
我
岡
農
政
植
民
感
界
の
最
高
樫
成
で
あ
る
こ
と
は
此
慮
に
更

.紹

グ「

上

原

轍

良R

め
て
一
式
ふ
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

一
昨
年
政
府
が
機
大
拓
殖
調
盗

一
九
七


